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研究成果の概要： 
本研究では、クラス Aβ-ラクタマーゼに属する基質拡張型β-ラクタマーゼ(ESBLs)産生菌を鑑別する

CLSI のディスク拡散法を改良し、SMA ディスク法と組み合わせ、産生菌の鑑別を試みた、さらにその

遺伝子型別も行い、比較検討した。その結果、この方法は、ESBLs 産生菌やメタロ-β-ラクタマーゼ産生

菌、クラス C 型産生菌を区別することができた。それだけでなく、複数β-ラクタマーゼを産生する菌株

も検出することが可能であることが示唆され、臨床現場での薬剤耐性菌の迅速検出に寄与する可能性が示

唆された。 
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研究分野： 
科研費の分科・細目：基盤研究（C） 
キーワード：基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ、薬剤耐性菌、グラム陰性桿菌、迅速検出 
 
１．研究開始当初の背景 
  グラム陰性桿菌におけるβ-ラクタマーゼは、基

質特異性拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)やメタロ-

β-ラクタマーゼがある。メタロ-β-ラクタマーゼ

遺伝子の我が国における保有状況は、すでに報告

した(JCM41, 2003）。また、ESBL 産生菌に関し

ては、我が国の CTX-M 型β-ラクタマーゼの遺伝

子型別と分布状況を報告した（Antimicrob. 

Agents and Chemotherapy, 50 , 2006）。これらの

報告で、我が国では、大腸菌や Klebsiella spp.以

外の臨床分離株に広く、広がっていることが示唆

された。 
２．研究の目的 
、我が国の医療機関で行われているこれらの薬剤

耐性菌のスクリニングは、Clinical laboratory 
Standards Institute(CLSI)の推奨する基準に基

づいており、大腸菌や Klebsiella spp.を主なター

ゲットにものであるのが現状である。本研究では、

他の菌種におけるこうしたβ-ラクタマーゼ産生

菌の鑑別を目的としている。 



３．研究の方法 
本研究では、クラス Aβ-ラクタマーゼに属する基

質拡張型β-ラクタマーゼ(ESBLs)産生菌を鑑別

する CLSI のディスク拡散法を改良し、SMA ディ

スク法と組み合わせ、産生菌の鑑別を試みた、さ

らにその遺伝子型別も行い、比較検討した。 
 
４．研究成果 
本研究では、この方法により、ESBLs 産生菌やメ

タロ-β-ラクタマーゼ産生菌、クラス C 型産生菌

を区別することができた。それだけでなく、複数

β-ラクタマーゼを産生する菌株も検出すること

が可能であることが示唆された。 
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